
 

 

 

 

 

令和８年１０月 

山口県土木建築部 

 

このことについて、令和８年１０月から、国土交通省が発行する設計業務等標準積算基

準書を適用することに伴い、下記のとおり数量の端数処理の取扱いが変更となりますので、

ご留意ください。 

 

記 

 

１  取扱いの変更 

【令和８年９月まで】 

数量に補正を行う場合、補正係数を乗じた設計数量は、小数第２位（小数第３

位四捨五入）まで算出する。ただし、第3編（土木設計業務）については、小数第

3位（小数第4位四捨五入）まで算出する。 

 

 

 

【令和８年10月から】 

数量に補正を行う場合、補正係数を乗じた設計数量は、小数第３位（小数第４

位四捨五入）まで算出する。 

  ※積算基準で個別に定めがあるものは、そちらに従います。 

 

 

 

２  積算例 

【令和８年９月まで】 

 
 

【令和８年10月から】 

 
 

 

【業務委託】数量の端数処理の取扱いについて 

（出典）国土交通省 設計業務等標準積算基準書 令和8年度 p.参1-1-1 

第1編 第１章 第2節 ２－２端数処理の方法 （１）数量 

（出典）令和7年度山口県業務関係積算基準及び標準歩掛表 p.参1-1-1 

第1編 第１章 第2節 ２－２端数処理の方法 （１）数量 


